
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
後
で
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
c
 

,
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市の人口 総数52,262人（男25,243・女27,019）世帯数 14,721 ( 9 月30日現在） 	（毎月2回 1日・15日発行） 

「
赤
い
羽

根
」
 
で親
し
ま
れ

て
い
る
共

同
募
金
運

動
五
日
目

の
十
月
五
日
、

森
田
市
長

は
街
頭
募

金
奉

仕
者

の
激
励
と
募
金
の
呼
び

か
け
を
行
い

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
母
子
会
、

手
話

サ
ー
ク
ル
、

B
B
s
会

な
ど
か
ら
約

二
十
五
人
が

協
力
。

本
町
、
大
町

の
デ

パ
ー
ト
前
や
交
差
点
角
な
ど

五
カ
所
で

街
頭
募

金
活

動
を
行
い

ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
 
「募
金
活
動
大
変
ご

く
ろ
う

さ
ま
で

す
。
身
体
に

気
を

つ
け
て
頑
張
っ

て
く
だ

さ
い
」
 
と

激
励
。

ま
た
、

道
行
く
人

々
に
も
募
金
の
呼
び

か
け

を
行
い
ま
し
た
。
 

「赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
 

街
頭
募
金
活
動
 

奉
仕
者
を
激
励
 

新k回“一Z“伝l~奉．！ニ」~司虜膨婦乙 

雲一つなく爽やかに晴れわたった 「体育の日」の10月10日、親子でスポー 

ツに親しもうーと五所川原青年会議所（坂本和彦理事長）主催の 「第1回シ 

ーハイルファミリーマラソン」 が行われました。同マラソンは、市役所前お

祭り広場を発着点に、岩木川堤防を上流に向かって走り市営球場で折り返す 

3キロのコース．で、約 330人が参加。マラソンに先立って背筋力、立位体前

屈などの体力測定が行われ、午前10時30分、花火を合図に一斉にスタート。 

参加者の中には赤ちゃんを乳母車に乗せて参加した若いお母さんや、親子で

手をつないで走る人など文字通りのファミリーマラソン。コースには 4つの

ポイントが設定され、クジを引き×印が出ると指定地点まで逆戻りしたり、 

クイズに答えれないと前に進めないなど爆笑の連続。早い人で15分、最後尾

が50分でゴールし、全員が完走。同青年会議所では、全員に完走証と参加記

念のメダルを贈ったほか豚汁会を開きました。 

~ 

「県青年の船」 団員12人を激励 

国際青年年を記念する 「県青年の船」 （団長・北村県知事）に、本市から

参加する団員達を10月16日、市役所で森田市長が激励しました。 本市から参

加するのは、工藤貴美雄さんほか11人（うち女性 4 人）。森田市長は 「21世
紀を担う皆さんには、大いに経験を積まれるとともに、健康に留意し元気で

研修してきてください」 と激励。これに対し団員の皆さんは 「青森県と日本、 

また五所川原市の代表として恥じないよう、自覚をもって頑張ってきます」 

と誓っていました。工藤さん達は、10月20日から11月 6日まで洋 L研修する
とともに、韓国、フィリッピンを訪問。これらの国の青年達と交流し、国際

的視野を広めます。 

昭和 60 年 
市 民 憲 章 用召和59年10月 1日制定） 

一一 	 わたく したちの先人は、不焼不屈の五所川原 
INO.DU‘ 可 魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

冒 簾 	 わたくしたちは、この伝統を継承し、広 

罷 麗 	 い視野に立って西北津軽の人々と協調 

罵 騒 ー 	 し、郷土の限りない発展を願って、こ  

O心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

O自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります t 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 1 
議 ‘ 	 トげました。  

ー ”“ー“ 	 こに市民憲章を定めます。 1ー 
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ぎ

の
無
事
を

願
い
 

仲
良
く
餅
つ
き
会
 

米
の
収
穫
期
を
終
え
、
出
稼

ぎ
前
に
親
子
仲
良
く
餅

つ
き
会
 

。
藻
川
小
学
校
（
山
脇
薫

校
長
 
児
童
数
百
二
十
五
人
）
 

で
は
十
月
九
日
、
恒
例
の
餅

つ
 

ー
藻

川
小
ー
 

き
会
を
開
き
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
五
年
前
か
ら

P
T
 

A
の
協
力
で
、
子
ど
も
達
に
勤

労
の
尊
さ
と
収
穫
の
喜
び
を
味

わ
わ
せ
る
学
校
田
づ
く
り
に
取
 

新
議
長
は

川
浪
直

治
氏
 

‘
 

r劇
司f
ー
記
」察
馴
恰
氏
‘
 

r
 

一
ロ
・→
H
郵
誹n
r
 

改
選
後
初
の
市
議
会
臨
時
会
 

ま
た
副
議
長
に
は
石
岡
 
裕
氏

が
＋
月
十
一
日
に
開
か
れ
、

新
 

（4
7）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
 

議
長
に
川
浪
直
治
氏
（
7
6）
が
、
 

た
。
 

農
業
振
興
地
域
を
整
備
促
進

す
る
た
め
の
計
画
づ
く
り
な
ど

を
行
う
市
農
業
振
興
地
域
整
備

促
進
協
議
会
委
員
の
委
嘱
状
交

付
式
を
十
月
八
日
、
産
経
会
館

で
行
い
ま
し
た
。
 

交
付
式
で
は
、
森
田
市
長
が

一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
を
交
付
。
 

新
議
長
に
な
っ
た
川
浪
直
治

氏
は
、
昭
和
五
年
に
青
森
師
範

学
校
卒
。
市
立
藻
川
小
学
校
や

中
川
中
学
校
の
校
長
を
歴
任
。
 

昭
和
四
十
六
年
に
市
議
選
初
当

選
、
以
来
連
続
五
期
当
選
。
ま

た
新
議
長
と
し
て
の
抱
負
を
 

「決
め
ら
れ
た
時
間
に
開
会
す
る

議
会
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
各
議
員
の
協
力
が

必
要
だ
。
 

ま
た
、
議
場
内
で
は
大
い
に
討

論
さ
せ
た
い
。
そ
れ
が
議
会
の
 

そ
の
後
、
組
織
会
を
開
催
し
、
 

会
長
に
菊
池
久
左

工
門
氏
、
副

会
長
に
外
崎
昇

一
氏
、
中
谷
惣

四
郎
氏
、
三
上
光
男
氏
の
三
人

を
選
び
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
議
会
議
長
に
対
す

る
委
嘱
状
の
交
付
は
二
十

一
日

に
行
い
ま
し
た
。
 

委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
次

の
方
々
で
す
。
 

川
島
康
平
、
川
越
良
平
、
関

昌
幸
、
今
致
、
川
浪
直
治
、
外

崎
昇

一
、
中
谷
惣
四
郎
、
三
上

光
男
、
葛
西
治
、
小
栗
山
三
郎
、
 

吉
崎
忠
直
、
原
清
司
、
小
田
桐

政
吉
、
原
田
一
実
、
伊
藤
重
雄
、
 

菊
池
久
左

工
門
一
大
坂
惰
造
、
 

白
取
善
三
、
石
田
清
治
、

三
戸

稔
、
中
野
堅
《
司
、
小
林
義

一
、
 
 

り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

今
年
も
三
ア
ー
ル
の

学
校
田
か
ら
約
三
俵

の
も
ち
米
を
収
穫
。
 

同
小
学
区
の
農
家
も

ほ
ぼ
取
り
入
れ
を
終

了
し
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
達
の
出
稼
ぎ

シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
た

た
め
、
子
ど
も
達
が

力
を
合
わ
せ
て
収
穫

し
た
新
米
を
も
と
に

餅
つ
き
会
を
開
き
、
 

父
母
達
約
百
人
を
招
 

斎
藤
鉄
四
郎
、
高
橋
義
雄
、
土

岐
作
造
、
成
田
勇
、
長
内
徳
家
、
 

川
浪
重
次
郎
、
飯
塚
平
次
、
野

呂
邦
雄
、
沢
田
要

一
、
長
尾
彦

次
郎
、
原
三
郎
、
秋
元
新

一
、
 

高
橋
俊

一
郎
、
毛
内
徳
栄
、
三

浦
行

一
、
松
沢
松
次
郎
、
福
士

嘉
吉
、
今
正
一
 

（
敬
称
略
）
 
 

待
し
て
親
子
の
き
ず
な
を
深
め

合
っ
た
も
の
。
 

講
堂
の
中
央
に
ウ
ス
を
四
つ

置
き
、
 
「
ョ
イ
シ
ョ
、

ョ
イ
シ

ョ
」
 
の
元気
な
か
け
声
と
と
も

に
、
お
父
さ
ん
と
子
ど
も
達
が

交
代
で
全
部
で
百
二
十
キ
ロ
の

も
ち
米
を

つ
き
上
げ
ま
し
た
。
 

子
ど
も
達
が
重
い
キ
ネ
に
腰
を

ふ
ら
つ
か
せ
る
と
、
そ
れ
を
お
 

教
育
振
興
会
に
 

2
0万
円
寄
付
 

卿
キ
ノ
シ

タ
代
表
取
締

役
社
長
の
木

下
知
氏
は
十
 

月
L
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
助

五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
に
一
一

十
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
こ
の
た
び
の
市
褒
賞

受
賞
を
記
念
し
寄
付
さ
れ
た
も

の
で
す
。
 

な
お
、
同
氏
か
ら
の
寄
付
は
、
 

こ
れ
で
通
算
三
回
目
、
金
額
に

し
て
七
十
万
円
と
な
り
、
関
係

者
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

電
磁
調
理
器
 

な
ど
を
寄
贈
 

東
北
電
力
五
所
川
原

（
営）
 

東
北
電
力
卿
五
所
川
原
営
業

所

（
白
取
正
男
所
長
）
で
は
十

月
十
四
日
、
市
役
所
を
訪

れ
、
 

電
磁
調
理
器

一
台
と
調
理
用
鍋

二
個
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
社
の
 
「秋
の
サ
 
 

父
さ
ん
が
手
助
け
す
る
と
い
う

ほ
ほ
え
ま
し
い
ム
ー
ド
。
 

「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
気

を

つ
け
て
働
い
て
き
て
」
 
と
い

う
子
ど
も
達
の
願

い
が
込
め
ら

れ
た
つ
き
た
て
の
餅
は
、

早
速

お
し
る
こ
に
ざ
れ
、
み
ん
な
で
 

「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」
 
と

食
べ
て
い
ま
し
た
。
 

ー
ビ
ス
旬
間
」
 
の
諸
活
動の
ー
 

つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
、
同
営
業
所
で
は
「

一

日
営
業
所
長
」
の
委
嘱
が

行
わ

れ
、
こ
れ
に
委
嘱
さ
れ
た
板
柳

町
の
 
「ミ
ス
り
ん
ご
娘
」
の
菊

地
英
子
さ
ん
と
白
取
所
長
が
市

役
所
を
訪
れ
、
小
田
桐
幸
雄
市

福
祉
事
務
所
次
長
に
品

物
を
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
の
電
磁
調
理
器

な
ど
を
社
会
福
祉
法
人

・
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
荘
に

贈
り
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
 

教
育
振
興
会
に
 

1
0万
円
寄
付
 

昭
和
五
十
年
度
に
文
化
褒
賞

を
受
賞
さ
れ
た
本
市
出
身
で
福

島
市
在
住
の
飛
島
定
城
氏
は
、
 

今
年
度
の
五
所
川
原
市
褒
賞

・

文
化
褒
賞
並
び

に
内
助
功
労
章

表
彰
式
を
記
念
し
て
、
教
育
振

興
に
役
立
て
て
と
十
万
円
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
 

氏
 

裕
 

岡
 
正

常
化
に
結
び
つ
く
し
、
市
の

発
展
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
」
 

石
 

と
述
べ
て
い
ま
し
た
o
 

農
振
地
域
整
備
促
進
協
ー

J
 

委
員
を
委
嘱
L
 

父母の助けを借りて餅をつく子ども達 

r
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,
 

、
 

翁
表
狐
載
連
総
灘穏
総
添
⑨
》
 

去
る
十
月
二
十
四
日
、
青
森

市
で
東
北
市
長
会
総
会
が
開
か

れ
、
県
市
長
会
か
ら

提
案
さ
れ

て
い
た
 
「日
本
海
沿
岸
縦
貫
自

動
車
道
の
四
全
総
に
お
け
る
明

確
な
位
置
づ
け
に

つ
い
て
」
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
去
る
八
月
三
日
に

三
沢
市
で
開
か
れ

た
県
市
長
会

総
会
に
本
市
が
提
案
し
、
東
北

市
長
会
総
会
提
出
議
案
と
し
て

採
択
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
 

そ
の
内
容
は
、
 
「
日
本
海
沿
 
 

岸
地
域
の
産
業

・
経
済
・
文
化

の
発
展
及
び
開
発
を
促
進
す
る

た
め
、
新
潟

・
山
形
・
秋
田

・

青
森
四
県
の
日
本
海
沿
岸
地
域

を
縦
貫
す
る
日
本
海
沿
岸
縦
貫

自
動
車
道
を
、
第
九
次
道
路
整

備
五
か
年
計
画
の
計
画
期
間
中

に
策
定
が
予
定
さ
れ

て
い
る
高

規
格
幹
線
道
路
網
一
万
キ
ロ
構

想
へ
の
組
み
入
れ
を
図
る
と
と

も
に
、
現
在
策
定
中
の
第
四
次

全
国
総
合
開
発
計
画
に
お

い
て

も
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
 

う
要
望
す
る
J
 

と
い
う
も
の
。
 

今
回
、
同
総

会
で
決
議
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
海
沿

岸
縦
貫
自
動
車

道
の
建
設
促
進

に
向
け
た
今
後

の
運
動
に
、
さ

ら
に
弾
み
が
つ

く
も
の
と
期
待

さ
れ

て
い

ま
 

す
。
 

県
が
各
広
域
園
か

ら
、
そ
の

広
域
圏
に
共
通
す
る
問
題
点
な

ど
を
聴
取
し
、
そ
れ
を
今
後
の

県
政
に

反
映

さ
せ
る
た
め
の
 

「地
方
行
政
連
絡
協
議
会
」
が

十
月
十
七
日
、
県
五
所
川
原
合

同
庁
舎
で
北
村
県
知
事
、
西
北

五
の
市
町
村
長
な
ど
約
五
十
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

津
軽
西
北
五
地
域
広
域
市
町

村
圏
協
議
会

（
会長

・
森
田
市
 

修
生
活
を
終
え
、
帰
京
し
ま
し

た
。
 

景
山
さ
ん
は
、
農
水
省
経
済

局
総
務
課
に
勤
務
し
、
同
省
が

毎
年
行
っ

て
い
る
若
手
職
員
初
 

任
者
研
修
の
ー

つ

で
あ
る
 
「農
家
宿

泊
研
修
」
の
一
員

に
選
ば
れ
て
本
市

に
来
て
い
た
も
の
。
 

景
山
さ
ん
は
、
 

広
島
県
生
ま
れ
で
 

纂
一
嘉
叫“「
東

讐
難
？無
雌
 

小
 

同
時
に
農
水
省
に

入
省
。
こ
の
た
め
 
 

長
）
で
は
、
 
「日
本
海
沿
岸
縦

貫
自
動
車
道
の
建
設
促
進
」
、
 

「津
軽
半
島
を
半
島
振
興
法
に
 

基
づ
く
振
興
地
域
と
し

て
指
定

す
る
こ
と
」
、
 
「五
所
川
原
大
 

橋
や
新
津
軽
大
橋
等
の
交
通
体

系
の
整
備
促
進
」
、
 
「七
里
長

浜
港
の
後
背
地
の
具
体
的

な
計

画
づ
く
り
」
な
ど
五
項
目
を
要

望
0
 

こ
れ
に
対
し
、
県
側
か
ら
、
 

「西
北
五
の
振
興

の
た
め
、
今

後
と
も
関
係
機
関
に
強
力
に
働
 

農
業
に
対
す
る
知
識
は
全
く
無

か
っ
た
も
の
の
、
高
校
へ
進
学

し
た
こ
ろ
か
ら
農
業
へ
興
味
を

持
ち
始
め
た
と
い
う
。
そ
の
後

大
学

へ
入
り
、
は
っ
き
り
 
「農

業
関
係
の
仕
事
へ
就
こ
・了
と

決
心
。
 

今
回
の
研
修
先
に
本
市
を
選

ん
だ
の
は
、
 
「リ
ン
ゴ
を
特
に

勉
強
し
た
か
っ
た
の
で
、
青
森

県
の
津
軽
を
選
ん
だ
。
五
所
川

原
市
は
、
津
軽
の
真
ん
中
に
あ

り
、
リ
ン
ゴ
畑
が
多
い
と
思
っ

た
」
か
ら
。
 

本
市
へ
来
た
日
か
ら
、
高
野

の
小
笠
原
勝
幸
さ
ん
（
3
6）
宅

に
住
み
込
み
、
リ
ン
ゴ
の
袋
は

ぎ
、
葉
摘
み
、
稲
の
収
穫
、
ま

た
雨
天
時
は

ハ
ウ
ス
作
業
な
ど

小
笠
原
さ
ん
の
家
族
の
一
員
に

な
り
切
っ
て
仕
事
を
手
伝
っ
て

き
ま
し
た
が
、
仕
事
に
慣
れ
な
 
 

き
か
け
て
い
き
た
い
」
 
と
の
回

答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
西
北
五
広
域
圏
を

代
表
し

て
森
田
市
長
が
、
 
「西

北
五
は
漆
川
工
業
団
地

の
造
成

七
里
長
浜
港
の
着
工
、
職
訓
短

大
の
開
校
な
ど
二
十
一
世
紀
へ

向
か
っ

て
の
飛
躍
の
た
め
の
絶

好
の
機
会
を
迎
え
て
い
る
。
こ

れ
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め

に
も
、
県
の
特
段
の
ご
高
配
を

お
願
い
し
た
い
」
 
と
あ
いさ
つ

し
、
協
議
会
を
終
り
ま
し
た
。
 

い
た
め
、
袋
は
ぎ
で
は
リ
ン
ゴ

を
落
と
し
た
り
、
ハ
シ
ゴ
か
ら

落
ち
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
の
事
。
 

「五
所
川
原
は
、
自
分
の
予
想

と
は
違
っ
て
、
リ
ン
ゴ
だ
け
で

な
く
米
や
野
菜
な
ど
と
の
複
合

経
営
が
多
い
で
す
ね
。
 そ
れ
が

か
え
っ
て
自
分
に
と
っ
て
は
、
 

い
ろ
ん
な
面
で
勉
強
に
な
り
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
五
所
川
原
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
も
っ

と
住
ん
で
い
た
か
っ
た
」
と
名

残
り
惜
し
そ
う
。
 

ま
た
小
笠
原
さ
ん
は
、
 
「景

山
さ
ん
は
家
族
の
み
ん
な
と
う

ち
解
け
て
、

一
生
懸
命
良
く
や

っ
て
く
れ
た
。
早
い
も
の
で
も

う
ー
か
月
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

景
山
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
を
期

待
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
 

日
本
海
沿
岸
縦
貫
 

自
動
車
道
決
議
 

東
北
市
長
会
総
会
 

九
月
十
九
日
か
ら
、
本
市
に

農
家
宿
泊
研
修
生
と
し
て
滞
在

中
で
あ
っ
た
農
水
省
派
遣
の
事

務
官
、
景
山
隆
さ
ん
（
2
6）
が

十
月
十
八
日
、
 一
か
月
間
の
研
 

西北五の課題を 

県に要望する森田市長 

   

    

 

'7回 東北市長会総会 

  

 

分科会委員長として報告する森田市長 

  

津
軽
の
農
家
経
営
学
ぶ
 

ー
 
一
水省
派
遺
の
景
山
さ
ん

ー
 

左
 

】
 」
 
I
“
、
 

ク

ん

ツ

A
、
 

ラ
山

ト

景

で

む

人

積
 

2

を
 



10 000円 

木材引取税 ~市たばこ消費税 

I 

均等割 

所得割 

市
民
税
に
は
、
個
人
に
か
か

る
個
人
市
民
税
と
、
会
社
な
ど

の
法
人
に
か
か
る
法
人
市
民
税

が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
市
民
税
は
均
等
の
額

に
よ
っ
て
負
担
す
る
均
等
割
と
、
 

そ
の
人
の
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る
所
得
割
（
法
人
の
場
合
に

は
法
人
税
割
）
の
二
つ
か
ら
構

戊
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

＊
個
人
市
民
税
 

■

納
税
義
務
者
 

下
表
の
と
お
り
 

納めるべき税額 

均等割及び所得割 

均等割の納税義務を負う夫と生
計をーにする妻で、市内に住所
を有する人 

納 税 義 務 者

市内に住所を有する個人 

市内に事務所、事業所または家
屋敷を有する個人で、市内に住
所を有しない個人 

」市 民 税  

電 気 税 

」市たばこ消費税 

」ガ ス 税 ~ 

」木材引取税 1 

」特別土地保有税  

一軽自動車税 

」固定資産税 

	トゾ都市計画焼  
	 ～」国民理康浬謄各‘  

目 的 税 

ト 普 通 税 (
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1
1月
H
日

ー
1
1日
 

税
を

知
る
週
間
 

あ
す
を

築
く
あ
な

た
の
税
 
輸
 

ー
納
税
は

納
期
内
に

ー
 

私
達
が
豊
か
な
生
活
を
送
り
、
 

住
み
よ
い
市
を

つ
く
る
た
め
に

税
金
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
。社
会
福
祉
、
 

小
・
中
学
校
の
建
設
、
道
路
、
 

市
営
住
宅
、
そ
し
て
下
水
道
や

ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
な
ど
 

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
分
野
で

役
立
っ
て
い
る
税
金
は
、
私
達

が
安
定
し
た
生
活
を
望
む
と
き
、
 

社
会
の

一
員
と
し
て
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
会
費
 
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

十

一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日

は
 
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。
 

こ
の
機
会
に
市
民
税
や
固
定

資
産
税
な
ど
市
税
の
し
く
み
や

役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
よ
う
。
 

①
給
与
所
得
の
ほ
か
に
家
賃
、
 

配
当
、
年
金
な
ど
の
所
得
が

あ
る
人
。
 

団
給
与
を
二
か
所
以
上
の
事

業
所
か
ら
受
け
て
い
る
人

（
 

恩
給
、
年
金
な
ど
を
含
む
）
。
 

①
医
療
費
控
除
、
雑
損
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
。
 

③
五
所
川
原
市
以
外
に
住
所
を

有
し
、
五
所
川
原
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷

（
 

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
含
む
）
を
持

つ
て
い
る
人
。
 

※
所
得
の
な
い
人
や
所
得
の
少

な
い
人
で
も
申
告
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

五
所
川
原
市
に
住
所
が
あ
り
、
 

前
年
中
に
次
の
よ
う
な
所
得
が

あ
る
人
（
給
与
所
得
だ
け
の
人

で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
る
入
と
所
得
税

の
確
定
申
告
を
提
出
す
る
人
は

除
き
ま
す
）
。
 

①
商
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所

得
や
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
恩

給
、
年
金
、
定
期
預
金
等
の
利

子
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
る

人
（
源
泉
分
離
課
税
適
用
の
配

当
所
得
も
含
む
）
。
 

②
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な

人
 

⑦
勤
務
先
か
ら
市
へ
給
与
支

払
報
告
書

の
提
出
が
な
い
人
。
 

な
お
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
か
ど
う
か
、
ま
た
事
務
所
な

ど
を
有
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ

の
年
の
一
月
一
日
（
賦
課
期
日

と
い
い
ま
す
）
現
在
の
状
況
で

判
断
さ
れ
ま
す
。
 

■

申
告
 

個
人
の
市
民
税
は
、
市
が
税

額
を
計
算
し
、
こ
れ
を
納
税
者

に
通
知
し
て
納
税
し
て
い
た
だ

く
し
く
み
（
賦
課
課
税
方
式
と

い
い
ま
す
）
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
が
適
正
な
課
税
を
行
う

た
め
に
、
納
税
者
か
ら
市
民
税

の
申
告
書
を
市
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

●

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

人
 

そ
の
年
の

一
月
一
日
現
在
、
 

こ
の
社
会
 
あ
な
た
の
税

が
 
生
き
て
い

る
 

あなたが納める市税 1万円は 

（
市
税
の

種
類
 

市
の
税
に
は
、
下
表
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
普
通
税
は
一
般
の
行
政
目

的
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
、
目
的

税
は
、
特
定
の
事
業
に
使
わ
れ

る
も
の
で
す
。
 

た
だ
し
、
特
別
会
計
の
国
民

健
康
保
険
税
に
は
、
今
号
で
は

ふ
れ
ま
せ
ん
。
 



,
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その他 0.8% 
2,624万円 

都市計画税~ 
9,014万円 

2.9% 

税を知る週間司~月Ii日～リ日 、 

電資加 ff%234751' 

11億5,488万円 	44.7% 

37.4% 

工
4
 

市税 は歳入の 

＊
法
人
市
民
税
 

・
納
税
義
務
者
 

固
定
資

産
税
 

■

納
税
義
務
者
 

一
月
一
日
現
在
で
、
五
所
川

原
市
丙
に
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
（
事
業
を
行
う
た
め
の
機

械
、
器
具
、
備
品
な
ど
）
を
所

有
し
て
い
る
人
。
し
た
が
っ
て
、
 

一
月
一
日
に
A
が
所
有
者
で
あ

れ
ば
、
 一
月
二
日
以
降

に
B
に

売
却
し
て
も
納
税
義
務
者
は
A
 

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

■

税
額
の
計
算
方
法

課
税
標
準
領
×
税
率
（
』
助
）
 

■

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る
固
定
資
産
の
価
格
な
ど
や
、
 

納
税
義
務
者
で
あ
る
所
有
者
を
 
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し

て
あ
り
ま
す
。
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録

さ
れ
た
事
項
は
、
課
税
の
基
礎

と
な
る
た
め
、
こ
れ
を
毎
年
三

月
一
日
か
ら
同
二
十
日
ま
で
の

間
に
関
係
者
に
お
見
せ
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
が
終
る
と
評
価
額
が
決
定
し
、
 

そ
の
年
の
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
登
録
事
項
に

つ
い
て

不
服
が
あ
る
場
合
は
、
市
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
し

て
、
縦
覧
期
間

の
末
日
後
十
日

ま
で
に
審
査
の
申
し
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

■

固
定
資
産
税
の
減
額
 

①
住
宅
用
地
 

住
宅
用
地
の
面
積
が
、
建
物

の
床
面
積
の
十
倍
以
内
の
場
合

は
、
税
額
を
通
常
の
二
分
の

ー
 

に
、
更
に
、
そ
の
う
ち
二
〇
〇

平
方
H
ま
で
は
通
常
の
四
分
の
 

ー
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

②
家
屋
 

昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
ま

で
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
居

住
部
分
の
床
面
積
が
四
〇
平
方
 

H
以
上

一
六
五
平
方
H

（
一
〇

〇
平
方
冒
を
超
え

一
六
五
平
方
 

H
ま
で
の
住
宅
に
つ
い
て
は

一

〇
〇
平
方
H
相
当
分
）
以
下
で
 

あ
り
、
 一
平
方
H
当
た
り
の
評

価
額
が
八
万
四
千
円
以
下
の
も
 
 

の
に
つ
い
て
は
、
新
築

後
三
年
間
二
分
の
一
減

額
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
適
用
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
 

 

軽自動車税 

■

納
税
義
務
者
 

四
月
一
日
現
 

在
で
、
原
動
機
 

付
自
転
車
、
軽
 

自
動
車
な
ど
を
 

所
有
し
て
い
る
 

人
。
 

■

申
告
 

軽
自
動
車
な
ど
を
取

得
し
た
場
合
ゃ
、
譲
渡
 

（受
）
、
廃
車
を
し
た

場
合
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
 

特
別
土
地
保
有
税
 

特
別
土
地
保
有
税
は
、
土
地

の
投
機
と
地
価
の
高
騰
を
抑
制

し
、
宅
地
の
供
給
促
進
を
目
的

と
す
る
税
で
、
昭
和
四
十
四
年

一
月
一
日
以
後
に
取
得
さ
れ
た

五
千
平
方
H
以
上
の
土
地
の
保

有
、
あ
る
い
は
毎
年
一
月
一
日

ま
た
は
七
月
一
日
以
前

一
年
以

内
に
五
千
平
方
冒
以
上

の
土
地

の
取
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
 

■

税
額
の
計
算
方
法
 

、4
0
'
 

呆
有
収
得

価
略
×
脱
率
（
L
一1
0」
 

取
得
取

得
価
格
×
税
率
（
3
価

）
 

都
市

計
画

税
 

都
市
計
画
税
は
、
市
が
道
路
、
 

下
水
道
、
公
園
の
整
備
な
ど
の

都
市
施
設
の
建
設
、
整
備
（
都

市
計
画
事
業
と
い
い
ま
す
）
を

行
う
費
用
の

一
部
を
負
担
し
て

も
ら
う
た
め
の
目
的
税
で
す
。
 

一
月
一
日
現
在
の
固
定
資
産

の
所
有
者
の
う
ち
、

旧
五
所
川

原
町
、
旧
中
川
‘
松
島

・
栄
村

の
一
部
の
区
域
内
に
土
地
、
家

屋
を
所
有
し
て
い
る
人
。
 ●

税
額
の
計
算
方
法
 

課
税
標
準
額
×
税
率
（
嘘
迦
 

市
た
ば
こ
消
費
税
 

市
た
ば
こ
消
費
税
の
納
税
義

務
者
は
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株

式
会
社
で
す
が
実
際
に
負
担
す

る
の
は
た
ば
こ
を
買
う
人
で
す
。
 

例
え
ば

マ
イ
ル
ド
セ
ブ
ン

ー
 

箱
を
買
う
と
、
三
十
五
円
六
十

銭
が
市
に
納
入
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
市
外
で
買
う
と
五
所
川
原

市
に
は
納
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
た

ば
こ
を
買
う
と
き
は
、
五
所
川

原
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
。
 

（次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
 

納 税 義 務 者 納めるべき税額 

市内に事務所や事業所を有する

法人 

均等割および法人税

割 

市内に寮等のみを有する法人 均等割 

事
す
ま
 
務
る

た
 
所
法

は
 
、
人

管
 
事
で
理
 
業

な
人
 
所
い
の
 
ま
社
定
 
た
団

め
 
は
等

の
 
寮
で
あ
 

に
有
者
の

内
を

表
も

市
等

代

L
  

均等割 

みなさんが納められる市税は、市の 般会計歳人ン)24.9 
毒を占めており、最も重要な財源となっています。昭和60 
年度当初予算でみてみましょう。 

県支出金 6.4% 
7億8,694万円 地方交付税国庫支出金 	Il恵ど・b94カ円 

慮 000 婆 0f340 

電気・ガス 

1億3,584万円 
4.4% 

市たばこ消費税 
3億211万円 

9.8% 



木

材

引

取
税
 

電
気
・
ガ

ス
税
 

（
前
ペ
ー
ジか
ら
）
 

木
材
引
取
税
は
、
建
築
そ
の

他

一
般
の
用
材
と
し
て
使
用
さ

れ
る
木
材
（
素材
と
い
い
ま
す
）
 

の
引
き
取
り
に
対
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
 

』納
税
貯
蓄
組
合
 

税
を
無
理
な
く
納
め
る
た
め

に
、
み
な
さ
ん
の
町
内
に
納
税

貯
蓄
組
合
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

組
合
は
＋
人
以
上
で
し
た
ら
、
 

だ
れ
で
も
設
立
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

こ
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
 

電
気
税
と
ガ
ス
税
は
、
電
気

や
ガ
ス
の
使
用
者
に
対
し
て
、
 

そ
の
使
用
量
に
応
じ
て
か
か
る

税
で
電
気
税
に
つ
い
て
は
使
用

料
金
の
五
智
、
ガ
ス
税
に
つ
い

て
は
二
智
で
す
。
納
税
方
法
は
、
 

電
力
ま
た
は
ガ
ス
会
社
が
毎
月

料
金
を
集
金
す
る
際
に
併
せ
て

使
用
者
か
ら
受
け
取
り
、
こ
れ

を
市
に
納
め
て
い
ま
す
。
 

生
活
に
必
要
な
最
低
限
度
の

電
気
ま
た
は
ガ
ス
に
は
税
金
を

か
け
な
い
た
め
、
 一
か
月
の
使

用
料
金
が
電
気
三
、
六
〇
〇
円
、
 

ガ
ス
ー
万
二
、
〇
〇
〇
円
以
下

の
場
合
に
は
税
金
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
 

す
る
と
、
税
金
を
納
め
に
行
く

手
間
が
は
ぶ
け
、
組
合
に
は
奨

励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

と
て
も
有
利
で
す
。
 

、
・
‘・・
二
」
：
I

・
・
j

ご
二i
・・

二
，
j
！
二j
・・
二
．
j
l
L
,I
:
 

五
則
納
報

奨
金
 

普
通
徴
収
の
個
人
の
市
県
民

税
、
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画

税
）
に
つ
い
て
は
、
納
期
の
き

て
い
る
分
と
ま
だ
納
期
の
き
て

い
な
い
分
を
あ
わ
せ
て
納
付
し

た
場
合
、
そ
れ
に
対
し
て
報
奨

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
報

奨
金
は
、
税
金
を
納
付
す
る
際
 

市
税
に
つ
い
て
の
お
間
い
合

わ
せ
は
、
次
へ
ど
う
ぞ
。
 

に
直
接
、
税
額
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
。
 

税
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市

税
務
課
（
廿
⑩
ニ
一
一
一
番

内
線
ニ
〇
一
・
ニ
O
五

・
ニ
O
 

六
・
一
一
一
一番
）
 

納
入
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市

収
納
課

（
内
線
ニ
〇ニ
・
ニ
〇

三
・
ニ
〇
八

・
ニ
〇
九
番
）
 

新

年

用
年

賀
は

が

き
 

1
1月
5
日
か
ら
発
売

郵
便
局
と
郵
便
切
手
売
捌
所
で
発
売
し
ま
す
。
年
賀
は
が
き

は

一
枚
四
十
五
円

（
寄付
金
つ
き
。献
花

・
富
士
〈
全
国
版
〉
、
 

八
甲
田
山
と
津
軽
凧
〈
東
北
版
〉
の
三
種
）
と
四
十
円
が
あ
り

ま
す
。
 

ー
 
市
民
総
合

文
化
祭
協
賛
 

⑨
還
語
嘱
珍
潤
 

主
催
 
電
報
電
話

局
 
後

援
 
ュ
ー
ザ

協
会
 

「楽しい版画による 	~ 

l 	年賀状づくり教室」 

五所川原郵便局 

▽日時 11月10日（日） 

午前10時30分～午後 3時 
V場所 五所川原郵便局 会議室

▽講師 高橋恭子先生（中里小） 

▽募集人員 小学3年以上から大人

まで。先着順80人 
V申し込み締切 11月 5 日 

▽申し込み先 五所川原郵便局 「年

賀状づく り教室」 係（ff ④）3201番） 

▽その他 版板（リノリューム） 

紙、墨は当郵便局で準備します。 

彫刻刀、スリッパ、昼食はご持

参ください。 ーー . 一一ー一 
後援 市教育委員会 

《
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■税金の申告と納期 

納期 税 	目 	等 納期 税 	目 	等 

4 月 10月 市県民税第3期 

5 月 
軽自動車税 

固定資産税 I都市計画税）第 1 期 
ii月 

国民健康保険税第 3 期 

固定資産税（都市計画税）第 4 期 

6 月 市県民税第 1 期 12月 
市県民税第 4 期 

国民健康保険税第4 期 

7 月 
国民健康保険税第 1 期 

固定資産税（都市計画税）第 2 期 
明
  

8 月 市県民税第 2 期 2 月 市県民税の申告（~3月巧日） 

9 月 
国民健康保険税第2 期 

固定資産税（都市計画税）第 3 期 
3 月 

固定資産課税台帳の縦覧 

(1日～20日1 

61年度使用の農業用免税

軽油申請のお知らせ 

V受付期問 11月18日～22日 

(5日間） 

▽受付時間 午前9時～ 

午後 3時 
▽受付場所 

県五所川原合同庁舎1階 
相談室 

▽申請用紙 県税事務所、各農
業協同組合及び軽油販売店に
あります。 

詳しくは五所川原県税事務所 

間税課（廿⑩2111番 
内線207・208）へどうぞ 

秋 の  火 災  予 防 運  動 五所川原消防本部 

・期 間 10月28日～11月3日 	 『怖いのは、消したつもりと消したはず二 
この時期は、季節風も強く、火災が発生しやすい状態が続きます。 

火気の取り扱いには十分注意してください。 

消防本部では、防火診断を行います。ご協力ください。 	 i 

・診断期問 11月 2日～11月10日 午前9時～午後 3時 ・対象範囲 市内全域（防火対象物と危険物施設） 
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みんなの健康教室へどうぞ 

レ日時 11月22日団 午後1時 

レ場所 市保健センター 

レ講師 村本幸栄先生（西北中央病院副院長） 

ンテーマ 思春期の心性について 

主催 北五医師会 市民保健協議会 

「歯の健康相談室開設っ 

レ日時 11月30日（D 午後 1時～4 時 

ン場所 板柳町福祉センター 

レ内容 歯の無料健康診査 

歯の磨き方指導、図画ポスターの展示、歯科関 

連物の展示 

主催 県歯科医師会北五支部会 

愛の献血お願いします 

午
  

1 

朗
 
困
 

 

10時～11時 

国鉄五所川原駅前 

12時～4 時 
日立東部セミコンダクタ 
津軽工場前（漆川） 

加
 
因
 

 

10時～12時 
五所川原公共職業安定所前 

（敷島町） 

1時30分～4 時 
東北電力 
五所川原営業所前 

五所川原保健所では、長橋地区に移動保健所 
を開設します。健康チェックにまたとない機会 

ですので多数おいでください。 

レ日 時 11月20日（水） 

午前 9 時30分～11時 

移動保健所のお知らせ 

所 コミ ユニティセンター長橋 場
内
 

、
レ
レ
 

ン内 容 ①身長、体重測定 
②血圧、心電図検査 
③尿、血液検査 

④栄養指導 
⑤保健指導 
⑥総合健康診断 

レ料 金 無料です 

青麻県最低賃金繋嘉J嘉親月11日カら 
（精皆勤手当‘通勤手当・家族手当等は算人されません） 

最低賃金額以上の賃金を支払わなかったり、労働者への周知をしなかったときは、最低賃金法違反となり 

処罰されることがあります。 

最低賃金についてのご相談は、次へおたずねください。 

青森労働基準局または五所川原労働基準監督署（ff⑩2309番） 

強
撚鞭
議
鰐
議
 

市
で
は
、
市
民
の
日
常
の
悩

み
、
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
を

解
消
し
明
る
く
楽
し
い
家
庭
生

活
を
築

い
て
も
ら
う
た
め
、
次

の
日
程
で
 
「
一
日
総
合
市
民
相

談
所
」
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 
十

一
月
一
一
十
八
日
 

（
木
）
午前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
 

▽
場
所
 
市
民
文
化
会
館
 

▽
相
談
内
容
 

土
地
建
物
、
借

地
借
家
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
 

相
続
贈
与
、
交
通
事
故
、
困
り
 
 

ご
と
、
国
税
、
職
業
相
談
及
び

紹
介
、
国
道
、
県
道
並
び
に
建

築
問
題
、
中
小
企
業
の
金
融
、
 

行
政
相
談
、
家
庭
紛
争
、
離
婚
、
 

母
子
家
庭
更
生
資
金
、
里
親
、
 

そ
の
他
心
配
ご

と
、
労
働
条
件

解
雇
問
題
、
賃
金
不
払

い
、
食

品
衛
生
、
健
康
相
談
、
公
害
に

関
す
る
問
題
等
。
 

▽
料
金
 
無
料
で
す
。
 

▽
相
談
の
申
し
込
み
 
住
所
、
 

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
の
要

点
等
を
そ
え
て
、
十

一
月
二
十

日
ま
で
に
市
民
相
談
室

（
。⑩
 
 

一
一
一
一
一
番
 
内
線
一
一八
一
 

二
八
二
番
）

へ
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。
 

「夜
勤
専
従
看

護
婦
を
募
集
」
 

西
北
中
央
病

院
 

▽
応
募
資
格
 
看
護
婦
免

許
を

持
っ
て
い
る
人
 

▽
採
用
人
員
 
若

干
名

▽
採
用
期
日
 
随
 

時

▽
提
出
書
類
 

履
歴
書

詳
し
い
こ
と
や
お
申
し
込
み

は
、
市
立
西
北
中
央
病
院
管
理

課
庶
務
係
（
。
⑩
三
一
一
一
番

内
線
二
七
九
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 
 

▽
受
付
期
間
 

十

一
月
一
日
 

（
金
）
ー
十
一
月
二
十
日
（
水

）
 

▽
採
用
予
定
数
 

航
海
科
 
約

三
十
名
、
機
関
科
 
約
三
十
名

▽
受
験
資
格
 
昭
和
二
十

一
年

四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
、
次

の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
 

航
海
科
 
五
級
海
技
士

以
上

機
関
科
 
五
級
海
技
士
以

上

▽
試
験
日
 
第

一
次
試
験
 
十

一
月
ニ
十
四
日
（
日
）
 
（
教
養

試
験
）
、
第
二
次
試
験
 
十
一

月
二
十
五
日
（

月
）
 
（
人物
試
 
 

験
及
び
身
体
検
査
）
 

▽
申
し
込
み
用
紙
請
求
先
 
巾

し
込
み
用
紙
は
、
海
上
保
安
庁

人
事
課

（
〒
一
〇
〇
東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
ニ
ー

一
ー
三
。
 

東
京
五
九

一
ー
六
三
六

一
番
）
 

で
交
付
し
ま
す
。
郵
便
で
申
し

込
み
用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は

封
筒
の
表
に
赤
字
で
「
試
験
請

求
・
船
艇
」
 
と
書き
、
七
〇
円

切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
、
郵
便

番
号
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 

《
麟
鷺
灘
薮
難
 

ー
海
上

保
安
庁

ー
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新生大橋完成に伴う交通規制のおしらせ 
待望の新生大橋が、11月13日 

に完成します。これに伴い付近 

関連道路が一方通行・右左折禁 

止等の交通規制が実施されます。 
（図面のような通行方法になり 

ます。 
※交通規制開始日 11月13日 

※主たる実施場所 リンゴ並木 

通り陸橋及び側道 	 ”I二か 
※新生大橋の両側の歩道は、自 ーコ ーnrTー 
転車も通行することができます。 

五 	 III 	I 
川 	 一ー一一→ ーア 

ー 	 駅 	 I ~n 	' 

→× 、ー マ
でx蛇 

~ 	西北綱院 	’    ー 	共農 	liii バッティング 
． 	鶴刊 	 雲集 ‘ Hv センター 
I & I 	' 4,Il 

,
!

I
 

唾
 

五
所
川
原
駅
 

I

I

!
 

《
 

凡 倒 コ 
コ
 

み
嶋
眼
匿
《
」
至
馬
性一
 

バッティング

センター 

謙谷町通り 至吹畑 
	tr4T一ー一 

ぐコ 
1'4 

〔既）◇ュ 

新設一方通行路 

右左折禁止等 

大型右折直‘豊止 

現在規制路線 

至旧口ータリー 

( 厩 ) F 	」  日口ータリー 	 墨   ,』一 →、 ,」i ーゴゾ 
I 

1  
至栄町 ‘栄町 所 

 つ、 
‘ー 

西北綱院 

‘ー 	 メx 	4 

 

1
 

.
 

  

~ ［二＞（旺） ［二＞（旺） 

決
断
の
岐
路
で
面
子
が
邪
魔
を
す
る

酒
呑
め
る
う
ち
は
ス
ト
レ
ス
横
を
向
き

負
け
そ
う
な
人
に
肩
入
れ
し
た
く
な
り

舌
打
ち
の
先
か
ら
逃
げ
る
福
の
神

ス
ト
レ
ス
も
好
き
な
酒
場
の
唄
に
溶
け
 

川
柳
岩
木
吟
社
提
供
 

吉
 
朗

山
 
竿

あ
き
4
一

ふ
じ
や

北
 
歩
 

（
青森
地
方
気
象
台
）
 

田
」
圧
頑
け
一

天
気
予
報
 

十
一
月
 
月
半
ば
を
中
心
に

暖
か
な
晴
れ
の
日
が
多

い
見
込

み
で
す
0
 

十
ニ
月
 
前
半
は
天
気
は
周

期
的
に
変
わ
り
、
暖
か
な
日
が

多
い
で
し
ょ
う
。
後
半
は

一
時

季
節
風
が
強
ま
り
、
雪
が
降
る

よ
う
に
な
る
見
込
み
で
す
。
 

、
ンー
ト
ベ
ル
ト
 

い
つ
も
乗
る
た
び
 

乗
せ
る
た
び
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持子沢財産区議会議員補欠選挙 

持子沢財産区議会議員に 2 人の欠員を生じたの

で、補欠選挙を次のとおり行います。 

＠告示日 11月11日 

＠投票日 1 1月16日 

投票できる方は、次のとおりです。 

※年令要件 昭和40年11月17日以前に生まれた人

※住所要件 本年 8 月 9 日以前から、持子沢財産

区の地域に居住し、住民基本台帳に登録され、引

続き居住している人 

＠選挙人名簿の縦覧をします。年令とか住所等

の登録を確認する人はおいでください。 

0期間及び時間 11月11日から11月12日までの

午前 8時30分から午後 5 時まで’ 

〇場所 市選挙管理委員会事務局（市役所4 階） 

※あなたの投票所は次のとおりです。投票所入場

券を配布しておりませんのでお気軽においでくだ

さし、。 

投 票 所 あなたの住所 開 票 所 
選挙すべ 
き議員数 

持子沢集会所 五
所
川
原
 
市
沢
 

大
字
持
子
 

持子沢集会所 2 人 

⑨投票時間 午前 7時から午後 6時まで

⑨選挙会は11月16日（即日開票）午後 6時30分
から持子沢集会所（投票所）で行ないます0 
選挙についてわからないことがありましたら、 

市選挙管理委員会（喫3)21 11番 内線327-329番） 

へお問い合せください。 

緑
の
オ
ー
ナ
ー
（分
収
育
林
）
 

は
、
皆
様
と
国
と
の
間
で
、
植

え
て
か
ら
二
十
、
三
十
年
経
過

し
た
ス
ギ
の
人
工
林
に
つ
い
て
、
 

共
同
で
育
て
る
契
約
を
結
ぶ
も

の
で
す
。
 

希
望
す
る
方
は
、
 一
口
当
た

り
五
十
万
円
を
負
担
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
森
林
の
共
有
者
と
な

り
、
契
約
で
定
め
ら
れ
た
時
期

に
立
木
を
販
売
し
て
、
そ
の
収

益
の
分
配
を
受
け
ま
す
。
 

▽
募
集
期
間
 
十
月
中
旬
ー
十

二
月
中
旬
 

詳
し
く
は
、
金
木
営
林
署

（n
 

⑩
三
一

一
五
番
）
へ
ど
う
ぞ
0
 

緑
の
wオ
ー
ナ
1
募
集
 

曹

券
収
育
林
）
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